
S.M.A.R.T.（ Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology
：スマート）とは、ハードディスクドライブ（ HDD）やソリッドステートドライブ（ SSD
）に内蔵されている、 ドライブ自身の健康状態を監視・診断する機能 のことよ。

仕組み :
ドライブ内部のファームウェアが、モーターの回転数、エラー訂正の発生頻度、温度
、不良セクタの数など、数十種類の物理的・論理的パラメータを常時（あるいは定期
的に）測定・記録しているわ。
役割 :
「いつ壊れるか分からない」というストレージの特性に対し、故障の予兆（前兆）を
数値化して検知し、 OS
や専用ツールを通じてユーザーに警告を発することで、本格的なデータ喪失の前にバ
ックアップや交換を行うための時間的猶予を与えるものよ。

S.M.A.R.T.の各項目（属性）は、基本的に以下の数値で構成されているわ。

ID番号  / 属性名 : 項目を識別する番号と名称（例 : ID 05:
代替処理済みのセクタ数）。
しきい値  (Threshold): メーカーが設定する「これを超えたら危険」という限界値。
現在値  / 最悪値  (Normalized Value): 状態の良し悪しを一定のスケール（通常は
100〜 200
など）で正規化した数値よ。新品時は高く、劣化するにつれて下がっていくわ。
生データ  (Raw Value):
ドライブが実際に計測した「実測値」よ。ここが最も重要で、エラーの累積回数や温
度、通算稼働時間などがそのまま（あるいは独自のエンコードで）記録されているわ
。

S.M.A.R.T.
の通知内容と見方に関する技術解説

1. S.M.A.R.T.とは何か

2. S.M.A.R.T.の基本構造と「生データ（ Raw Value
）」の罠

“



数ある S.M.A.R.T.
項目の中でも、特にドライブの寿命や健康状態を直結して示す重要な代表的項目を見ていくわ
。

概要 : ディスクからデータを読み取る際に発生したハードウェアエラーの頻度よ。
見方 :
生データが急激に増加している場合、磁気ヘッドの劣化やプラッタ表面の障害が疑わ
れるわ。ただし、 Seagate社などの HDD
では新品時でも生データに巨大な数値が入ることがあり、その場合は「現在値」や「
最悪値」が基準を下回っているかどうかで判断する必要があるわ。

概要 :
読み書きが正常にできない不良セクタ（物理的な損傷領域）が見つかったため、予備
の代替領域にデータを退避させ、その不良セクタを封印した（代替処理した）回数よ
。
見方 : 極めて重要な危険信号 よ。ここが「 0」から「 1
以上」に増え始め、さらに数値を伸ばしている場合、ドライブの磁性体が物理的に劣
化・破損しており、 寿命が急速に尽きかけているサイン
ね。即座にバックアップをとり、交換を検討すべきよ。

概要 : ドライブに通電されていた累計の時間（時間単位）よ。
見方 :
単体で故障を直接示すものではないけれど、メーカーが想定している設計寿命（例 :
一般向けなら数万時間など）に対する経過時間を把握する上で重要な指標よ。

注意点 : 生データの読み方はメーカーやモデルによって独自の仕様（ 16
進数で記録されていたり、複数項目が結合されていたり）があるため、
CrystalDiskInfo
などの専用ツールが解釈した「十進数の数値」を正しく読み解く必要がある
わ。

3. 必ず押さえておくべき主要な S.M.A.R.T.項目

ID 01: リードエラーレート  (Read Error Rate)

ID 05: 代替処理済みのセクタ数  (Reallocated Sectors Count)

ID 09: 使用時間  (Power-On Hours)

ID 0A: スピンアップ再試行回数  (Spin-Up Retry Count)



概要 :
プラッタ（ディスク）の回転を目標速度まで引き上げる際に、一度で成功せずに再試
行した回数よ。
見方 :
モーターや軸受けの機械的な劣化、あるいは電源供給の不安定さを表すわ。ここが増
加している場合、起動時のトラブルや機械的寿命が近い可能性が高いわ。

概要 : ドライブの電源が ONになった（スピンアップされた）総回数よ。
見方 :
頻繁なシャットダウンや省電力設定によるスピンダウンの頻度を反映するわ。異常に
高い数値の場合、機械的な摩耗ストレスが蓄積している可能性があるわ。

概要 : ハードウェアのエラー訂正機能（ ECC
）でも修復できず、データが読み出せなくなった発生回数よ。
見方 : データ消失に直結する深刻な項目よ。この値が「 1
以上」になっている場合、すでにファイルの一部が破損している可能性が高く、一刻
も早いデータ救出とドライブ交換が必要よ。

概要 :
「不良セクタの候補」として一時的にマークされたセクタの数よ。読み込みエラーが
発生したものの、まだ代替処理が完了していない不安定な領域を示しているわ。
見方 : ID 05
と並んで非常に危険な項目よ。次にそのセクタへ書き込みを行った際に、正常に回復
すればゼロに戻るけれど、完全に破損していれば ID 05
の「代替処理済みセクタ数」へと移行するわ。この数値が出ている間もいつデータが
消えてもおかしくない状態よ。

概要 : オフライン検査中や読み書き時に完全に修復不能と判別されたセクタの数よ。
見方 : ID BBや C5
と同様、深刻な物理障害の兆候であり、データ破損が進行している証拠よ。

ID 0C: 電源投入回数  (Power Cycle Count)

ID BB: 報告された訂正不能エラー  (Reported Uncorrectable
Errors)

ID C5: 保留中のセクタ数  (Current Pending Sector Count)

ID C6: 回復不可能なセクタ数  (Offline Uncorrectable Sector
Count)



概要 : マザーボードと HDDを接続するケーブル（ SATA
ケーブル等）の通信において、データ転送エラーが発生した累積回数よ。
見方 : ドライブ自体の故障ではなく、多くは SATA
ケーブルの接触不良、劣化、あるいはケーブル自体の品質問題
が原因よ。この値が増えている場合は、まずケーブルの交換や挿し直すことで改善す
ることが多いわ。

「正常」表示でも突然死することはある :
S.M.A.R.T.
はあくまで「測定可能な物理的・論理的予兆」を検知する機能よ。基盤（ロジッ
クボード）の突発的なショートや、軸受けの突然の焼き付き、モーターの完全故
障など、前兆なく「ある日突然動かなくなる」ケースは普通に存在するわ。

定期的な確認とバックアップの重要性 :
S.M.A.R.T.
の数値（「注意」や「異常」など）がポップアップで通知された時点では、すで
に手遅れに近いケースもあるわ。そのため、 CrystalDiskInfo
などの監視ソフトを常駐させ、定期的に健康状態をチェックする習慣が不可欠よ
。もちろん、 S.M.A.R.T.過信せず、重要なデータは必ず別媒体へバックアップ（
3-2-1ルール）しておくことが鉄則ね。

ID C7: UDMA CRC エラー数  (UDMA CRC Error Count)

4. S.M.A.R.T.通知の限界と注意点
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